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大江戸線延伸確定大江戸線延伸確定

全区立小中学校の体育館に空調設備を設置し、教育の場として
はもとより、災害時避難所の環境となるように強く要望し決定！
全区立小中学校の体育館に空調設備を設置し、教育の場として
はもとより、災害時避難所の環境となるように強く要望し決定！

質問.1
前川区長は就任以来大江戸線延伸実現の為に東京都と様々な実務
的な協議を重ね、国と東京都の方針として整備に向けて明確な位置
づけを得られた。これは練馬区にとって画期的なことであります。ま
た東京都の３０年度予算の発表で６路線にかかる事業などの財源と
して活用する「東京都鉄道新線建設等準備基金」６２０億円を新設、
調査費も昨年の２倍を計上・矢継ぎ早に明るいニュースがありました。
地元では前川区長の信任で延伸の歓迎ムードの高まりが肌で感じて
おります。今定例議会において、前川区長の所信表明の中で、早期
大江戸線延伸が極めて熟度が高いとの表明がありましたが熟度に
対する見解を伺う。

答弁.1
東京都と様々な実務的な協議を重ねて来ました。延伸の実現が確実
となりました。補助２３０号線道路の買収もほぼ８割が進んでいます。
基金の積み増しも５０億円とするなど東京都からも高く評価されて
いる。延伸にむけての高揚も評価され、進めるべき路線の中で大江
戸線延伸が極めて熟度が高いものと感じている。

質問.2
鉄道は１００年先を見据えた長期的な効果をもたらすスーパーイン
フラである。また学園町の駅前広場の確保も考えると基金の積み増
しを更に要望する。

答弁.2
大泉学園町駅など新駅設置に伴うまちづくり事業のさらなる具体化
の中、基金の積立額について東京都と協議をしながら更に検討する。

質問.3
大江戸線延伸実現に対する区民からの思いを形にする基金・ふるさ
と寄付を寄付金のメニューに加えていただきたいと思うがが。

答弁.3
どのような形で後世に残すことができる
のか他自治体の事例を参考に検討して
いく。

質問.4
多くの団体と連携した取り組みを提案し
て来ました。そこで促進期成同盟と経済
産業界・町会等８団体と連携した「推進会議」を開催、延伸に向けた
取り組みを協議し、鉄道整備の効果を広く発信、更に成果を上げる
ために促進活動に賛同していただく、多くの団体や企業などに賛助
会員として参画して頂き、東京都へのパイプを強め、区民と協働に
よる包括的な取り組み、機運高揚を図るべきと考えるが。

答弁.4
他の団体や企業にも賛同を頂き区全体の機運をさらに高める取り
組みを積極的に促進を進める。

質問.5
地区計画を進めている、大泉学園町地区は既存の住宅街が広がる、
最寄り駅が特に遠く住民の日常の不便さを解消することが課題で
ある。また、駅前から大泉学園通り沿道では日常生活の便に供する
商業・生活支援サービス機能配置が重要と考える。大泉学園町地区
まちづくりと駅前地区の検討状況は。

答弁.5
特に重要な地区と考えています。大泉学園地
区まちの将来像を共有し、その実現に向け
た手法や方策について話し合い、大泉学園
地区まちづくり、駅前を含めた地区計画を進め
、充実したまちづくりを進める。

信任を頂き早期工事
着工実現を決意!!

“前川区長の信任で、取り組みの熟度が高いと発表”“前川区長の信任で、取り組みの熟度が高いと発表”


